
新庄市障がいのある人もない人も共に生きるまちづくり条例 

わたしたちは、障がい者への「合理的な配慮」に取り組みます。 
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◆ 会場までのアクセス、入口まで誘導する案内はありますか。 

□会場までの案内看板の設置  □駐車場整理人 □おもいやり駐車場スペースの確保 

◆ 会場内の移動のために配慮された設備や分かりやすい案内はありますか。 

□施設の案内図  □多機能トイレの案内  □段差解消スロープ  □備え付け車椅子 

□車椅子の通れる幅の確保（１２０㎝以上） □エレベーターなど上階に移動する手段  

□点字ブロック 

◆ 障がい者のための席や、具合が悪くなった時の休憩スペースを設けていますか。 

□会場内での車椅子用スペース  □休憩スペース  □ベッド※1  □長椅子※1 

□救急用具※1                     ※1・・・休憩スペース内 

◆ 障がい者と離れる時間のある補助犬の、受け入れ準備はありますか。 

□補助犬用の待機場（スポーツ体験や、作業体験中） □トイレ機能のスペース 

◆ 急な変更や災害発生時に、分かりやすく伝達、誘導する手段はありますか。 

□マイク   □拡声器   □プラカード   □案内ボード  
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◆ 申し込み時や問い合わせ等での、コミュニケーション手段は多様ですか。 

 □電話    □FAX     □メール    □窓口 

◆ 意思疎通が不得意な障がい者に対応するためのコミュニケーション手段と、 

配慮した場所の準備はありますか。       ※2・・・事前に予約が必要なもの 

□手話通訳者・奉仕員※2   □要約筆記※2   □手がきボード 

□絵文字カードなど、分かりやすい色や表現のもの □配慮を必要とする方のための席 

「合理的な配慮」とは、障がいのある人の性別や年齢、状態に応じ、障がいのある人が困難

だと感じるものを解消するために必要な配慮のことをいいます。 

事業を行う場合は「合理的な配慮」の提供について、表の項目にチェックし、障がいを

理由とする差別の解消への認識を深めていきましょう。 

新庄市成人福祉課 障がい福祉推進室 


